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プロジェクトとは

　ＫＯＫＡプロジェクトは、近年減少

傾向にある子ども会の活性化を図るた

め、全員参加のための方策や子ども会

活動の再構築を検討して、市全体で取

り組むプロジェクトのことです。子ど

も会活動に参加したくても子ども会が

ないところは、新しく子ども会を作っ

てもらったり、子ども会活動の在り方

や育成会（保護者）・育成者（地域の

全ての大人）の関わり方を示したりし

ていきます。
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「子ども会」構想

◀６年前と比べると、子ども会は 41

団体少なくなり、加入率も小・中学

生共に減少傾向にあります。
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